
























































































































































































































 全脊椎カリエスとの頻度を求めてみると上都胸椎程高率である。  一
}
 (8)腎結桜台倍率は東北大字,国立仙台病院では低率であるが国立玉浦療養航では18拓の高
 率を示し・また玉浦では他の部位の骨関節結核を合併しているものが脊椎カリエス単独のものの
 約3借であった。脊椎カリエス罹患高位と腎結核との間には特に相関がみられなかった。
 (9)他の合併骨関節結核の主なも0)は股関節,仙腸関節,膝関節結核等であるが,これらは脊
 椎カリエスに後れて発病するもσ)が多い。下部脊椎カリエスによる流注膿瘍と股関節結核とは深
 い関連を示していた。
 (10)死亡症例は抗結核剤のない時期,或いは適切な投与法の確立していない時期のものが大部
 分で,最近は重症な臓器結核による死亡がみられるのみ恩脊椎カリエス或いはその継発疾患で
 死亡するものはほとんどない。
 (1わその他胸部レ線航見・結核菌の培養成績・耐性菌検査1についても検討を加えた。
 以上の調査結果から著者は戦後の柱会的条件の好転による以外にBCG接種化学療法の普及
 が近来の脊椎カリエスの減少及び病態の好変をもたらしたことを数値的に指摘し,一方玉浦のご
 とぎ骨関節専門療養施設における成績からその存在意義の重要性を強調した。
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